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　第 1 約束期間が 2012 年末で期限切れとなった京
都議定書は、第 2 約束期間として 2013 年 1 月 1 日
から 2020 年末まで延長された。欧州連合（EU）加
盟 27 か国の他、オーストラリアやスイスなどの先





























　国連気候変動枠組条約第 18 回締約国会議（COP18）および京都議定書第 8 回締約国会合（COP/
MOP8）が、2012 年 11 月 26 日から 12 月 8 日までカタール国ドーハで開催された。第 1 約束期間が
2012 年末で期限切れとなった京都議定書を、第 2 約束期間として 2013 年から 2020 年末まで延長する
こと、ならびに 2020 年より先の新たな国際枠組みに関する具体的な策定作業計画などが、「ドーハ気候
ゲートウェイ」として合意された。2020 年以降の主要排出国を含めた新しい枠組みについては、2014
年の COP20 までに交渉の基礎となる文書を用意することを決定したが、世界 1、2 位の排出国である中
国・米国や、途上国を含めたすべての主要排出国の参加が不可欠である。
参　考　1）　UNFCCC HP： http://unfccc.int/2860.php#decisions.
　　　　2）　環境省 HP：http://www.env.go.jp/press/file_view.php?serial=21173&hou_id=16085.
　　　　3）　外務省 HP：http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/kankyo/kiko/cop18/pdfs/qa_ jp.pdf.
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図表　世界のエネルギー起源CO2 排出量の見通し
出典：財団法人地球環境産業技術研究機構（RITE）3）
* クリーン開発メカニズム：先進国と途上国が共同で温
室効果ガス削減プロジェクトを途上国において実施
し、そこで生じた削減分の一部を先進国がクレジット
として得て、自国の削減に充当できる仕組み。
** 二国間オフセット・クレジット制度：途上国への温室
効果ガス削減技術・製品・システム・サービス・イン
フラ等の普及や対策を通じ、実現した温室効果ガス排
出削減・吸収への日本の貢献を定量的に評価し、日本
の削減目標の達成に活用する制度。
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